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ぐんま電子入札共同システムにおける改元に伴う元号表示について 
 

 

 ２０１９年５月１日に予定されている改元に伴う、ぐんま電子入札共同システムにおける元号表

示についてお知らせします。 

 

１ 改元に伴う変更内容等 
  ４月２６日（金）のオンライン終了後にシステムメンテナンスを行い、元号の表示を改めます。 
 
（１）日付けの表示 
   ２０１９年５月１日以降の日付けを和暦で表示する場合は、元号を「令和」で表示します。 
   ただし、既に発行された指名通知書等の和暦表示は、２０１９年５月１日以降の日付けであ

っても「平成」の表示のままとなりますので、適宜「令和」に読み替えてご覧ください。 
   ＜読み替え例＞平成３１年５月１５日 → 令和元年５月１５日 

      平成３２年３月３１日 → 令和２年３月３１日 
 
（２）年度の表示 
   ２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日までを示す年度の表示が、「平成３１年度」

から「令和元年度」に変わります。 
 
（３）競争入札参加資格者名簿の名称 
   ２０２０年３月３１日までを有効とする競争入札参加資格者名簿の名称は、「平成３０・３

１年度競争入札参加資格者名簿」で変更はありません。このため、競争入札参加資格申請受付

システム及び入札情報公開システムの一部で「平成３０・３１年度」という表示が残ります。 
 
 
２ 改元に伴う元号表示の変更日 

システム名 改元対応日 

電子入札システム ２０１９年５月７日 午前９時から 

競争入札参加資格申請受付システム ２０１９年５月７日 午前９時から 

入札情報公開システム 西暦を選択又は表示のため変更なし 

 
 
３ 和暦日付の初年における表示について 

システム名 
和暦日付（初年） 

｢令和 1 年｣表示 ｢令和元年｣表示 

電子入札システム  ○ 

競争入札参加資格申請受付システム ○  

入札情報公開システム   
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４ 電子入札システムにおける変更箇所 
  電子入札システムにおける年度表示について、２０１９年５月１日以降は、２０１９年４月１

日から２０２０年３月３１日までを示す年度を「令和元年度」と表示します。 
  ２０１９年５月１日以降の日付けを和暦で表示する場合は、元号を「令和」で表示します。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日までを示す
年度の表示が、「平成 31 年度」から「令和元年度」
に変わります。 

カレンダーで「2019 年 5 月 1 日」を選択した場合、 
呼び出し元のテキストに「令和元年 05 月 01 日」と表示します。 

2019 年 5 月 1 日以降の日付けを和暦で表示する
場合は、元号を「令和」で表示します。 

2019年 5月 1日以降を和暦で表示する場
合、初年は「令和元年」で表示します。 

令和元年 05 月 01 日（水） 
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５ 競争入札参加資格申請受付システムにおける変更箇所 

  既に作成済みの「平成３０・３１年度競争入札参加資格者名簿」については、名称を

変更しないため、「平成３０・３１年度」の表示で変更ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の申請年度は「令和 2・3 年度」で表示します。 

既に作成済みの競争入札参加資格者名簿の申請年度で
あるため、変更しません。 

既に作成済みの競争入札参加資格者名簿の申請年度であるた
め、変更しません。 

年月日は「令和 1 年」で表示します。 

和暦に新元号の「令和」を選択できるようになります。 
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６ 入札情報公開システム 

  競争入札参加資格者名簿の名称は変更しないため、「競争入札参加資格者情報検索」

画面の年度表示に変更はありません。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

競争入札参加資格者名簿の名称は変更しないため、「競争
入札参加資格者情報検索」画面の年度表示に変更はあり
ません。 

西暦を選択又は入力のため変更はありません。 


